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�� 研究背景

���� 本システムの開発動機

岩手県立大学ソフトウェア情報学部の社会情報シ

ステム学講座では「講義のツボ」�� というプロジェ

クトが進められている� 筆者も実際に参加し �現在に

至るまでにプロジェクトの進行を見てきた�その過程

で�プロジェクトに用いられているWebページの利

用法について�よりわかりやすく�学びやすいものに

するにはどうしたらよいかと考えた�

���� 本研究の目的

本研究では�既存の「講義のツボ」の問題を分析し �

よりわかりやすく�学びやすいものにするために新し

いシステムを提案することを目的とした� そのため

に�構造的にデータを処理することに適した XMLを

利用して�練習問題用ページの自動作成システムを開

発した�

�� 「講義のツボ」について

���� 「講義のツボ」の目的

「講義のツボ」は ����年の後期から始まり�今期

で５期目に入った社会情報システム学講座のプロジェ

クトである� 本講座に所属する２�３年生と一部の１

年生（以降「制作者」）がソフトウェア情報学部の専

門講義を分担し� その講義で何が起こったのかを講座

の教授に教えるというのが企画当初からの目的であ

る�プロジェクトの成果は毎週�制作者がWebに公開

し �本講座の会議において報告することになっている�

また�公開されているページは学内外問わず閲覧が可

能であり�該当講義を受講した学生（以降「閲覧者」�

の復習に活用されることもある．

���� 「講義のツボ」の現状

「講義のツボ」は�制作者である学生が大学の講義

を受講し � 学習した内容を HTML 化し �Web 上で公

開する� そして公開されたWebページ（以降「ノー

ト」�を閲覧者が各々の目的によって利用するという

流れで運用されている� しかし公開されているページ

は制作者が講義で学習した内容がそのままHTML化

されているものであり� 例えば講義で出てきた単語が

ただ箇条書きされていたり�その単語の説明文がまっ

たく別のところで説明されていることもあり�単元内

の重要な箇所や覚えるべき箇所を分かりやすく表示

する配慮がされていない� そのため�閲覧者は学習を

効率よく行うことが出来ない�

�� 設計（１）

���� 本システムの仕様

「講義のツボ」の現状から�覚えるべき箇所をわか

りやすいように提示し� より効果的に学習できるよう

にするために練習問題用ページ自動作成システムを

提供することにした�システムで提供する機能を以下

に示す．

制作者のためには�ノートの中で重要な語句（覚え

てもらいたいこと）と判断したものについて�その個

所を簡単に練習問題として生成することができる機

能を提供する�

閲覧者のためには�簡単に練習問題の形式を選択す

ることができる機能を提供する� これにより自分に

適した学習方法を選択して効果的に学習を進めるこ

とが期待される� 練習問題とは別に�普通のノートの

ように見る機能（内容一覧表示）や�見出しごとに内

容を分割して見ることができる機能（内容分割表示）

も用意し �閲覧者は状況に応じて好みの表示を選択す

ることができる�

���� 練習問題用ページの機能

練習問題用ページとして機能を以下のように整理

した ���

���穴埋め法を用いた練習問題 �空欄表示されていると

ころにマウスカーソルを合わせることで答えが表示

される形式��

���用意されたテキストフィールドに閲覧者が答えを

書いた後に�重要語句をクリックすることで答えの

説明文が参照される形式�

���真偽法を用いた練習問題 �紛らわしい単語が多い単

元の場合�それらをまとめた○×問題を表示する形

式��

���多肢選択法を用いた練習問題 �説明文が問題として



表示され�答えを選択していく形式��

�	�組み合わせ法を用いた練習問題 �左に重要語句�

右に問題文が並んでおり�それらを線で結び�答え

を確認する形式��画像を用いた利用方法も考えら

れる�

�
�選択関連法を用いた練習問題 �空欄表示されている

箇所に�単語群から単語をドラッグし当てはめ�答

えを確認する形式��序列法にも転用が可能�

�� 設計（２）

���� 開発環境

練習問題用ページ自動作成システムをXML�eXten�

sible Markup Language�の技術を利用して実現した�

XMLはインターネット標準としてW�C��より勧告さ

れたメタ言語である ��．XMLを用いる最大の利点は

自由なタグ付けが可能な点である ��．タグ名が要素内

容の意味を反映したものにすれば �その XML文書を

読む人間やシステムに�データの内容だけでなくデー

タの意味も伝えることができる� この XMLの要素を

HTML要素に置き換え�ブラウザでの表示を可能と

するものが XSLT（eXtensible Stylesheet Language

Transformations）である� XSLTは�任意の XML文

書を読み込んで�それを加工して出力する簡易なスク

リプト言語として使用することができる�

本システムでは�問題文となる箇所を制作者がタグ

付けし � 練習問題の制作を容易なものとするために

XMLを用いた．問題文には「インデックス」「本文」

「重要語句」「説明文」のタグを用い� XSLTでスタイ

ルシート変換することによって�練習問題用ページの

機能（解答の表示等）を制御するための JavaScript

による構文が展開される仕組みとなっている ��．

���� 構成

本システムは以下の４つの部分から構成されている．

����� ファイルソース �HTMLソース�

「講義のツボ」の制作者が受講し �講義で学習した

内容を HTML化したファイルである� これは制作者

が自由に作成していくことになるが�XSLTで処理す

る制約として�タグの記述は小文字のみとなっている�

����� XMLエディタ

制作者が用意した HTMLソースを XMLソースに

変換したり�ソース中の練習問題とする部分を編集す

るものが XMLエディタである� このエディタによっ

て�制作者は XMLについての特別な知識を必要とせ

ずに� 本システム対応の XMLソースを制作すること

が可能である．エディタは CGI�Perl言語�で制作し�

ユーザ認証�ファイル管理�ソース編集�XML変換出

力の機能を実装した．

����� XMLパーサ �XSLT�

XMLエディタで変換されたXMLをWeb出力でき

るように変換するものが XMLパーサである� XML

パーサは XSLTで実現し �全てのファイルに共通して

使用することが可能である．XMLパーサは練習問題

用ページとして２つ�ノートの内容表示用として２つ

の計４つを用意した�

����� 公開されるWebページ
公開されるファイルの構成は XMLソースと XML

表示切り替えページの２つである�XMLソースはXML

エディタにより生成されたファイルである�XML 表

示切り替えページは� XMLソースの内容を読み込ん

で�表示切り替えスイッチを付加してブラウザに表示

するためのページである�この２つのファイルを各製

作者の公開用フォルダに保存し �閲覧してもらうこと

になる�表示切り替えスイッチは全部で４つ（練習問

題 ����練習問題 ���� 内容一覧表示�分割表示）あり�

それぞれに対応した XMLパーサ（XSLT�に切り替

わる� 表示切替ページはテンプレートとして提供し �

製作者は自分の担当した講義にあわせて修正を加え

て利用することになる�

�� 開発・評価

本研究では練習問題用ページの機能のうち�������

の機能を実装した� まず�実際にブラウザで表示する

練習問題用ページのプロトタイプを制作した� それ

を基に制作者用のテンプレートソースとXMLエディ

タ CGIの制作を行った� 最後に制作者ならびに閲覧

者に本システムを利用してもらい�評価を行い�改善

した�

�� 終わりに

本研究では XMLを用いた練習問題用ページ自動

作成システムを開発した� 今後は未実装の練習問題

用ページの機能を追加し �実際に開発したシステムを

「講義のツボ」に導入して運用し �効果を検証してい

く必要がある�
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